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１．はじめに  
 国頭マージは沖縄県に分布する赤色土で

あり、営農や土木工事などによる流出とそ

れに伴う海洋汚染が社会問題となっている。

農地では、土木的・営農的流出対策がとら

れ、一定の効果を上げている。しかし、国

頭マージには 0.02mm以下のコロイド画分
が多く含まれ、これらは沈降しにくく、水

の流れに伴い容易に流出してしまうので、

現行の方法ではコロイド画分の対策が十分

とは言えない。その対策強化のためにはコ

ロイド界面化学的視点に基づいた凝集・分

散・沈降などに関する基本データが不可欠

である。このような視点に立ち、我々は国

頭マージのコロイド界面科学的性質につい

て、以下の報告を行った。国頭マージの微

細画分は、1*1フロックを形成するため、既

存の粒度分析法が適用できない 2*1 ヘキサ

メタりん酸ナトリウムの処理により、長時

間にわたり分散し、沈降・分離しなくなる。

3*2３種類の鉱物を含む  4*2pH に依存し

て凝集・分散する。そこで、今回、国頭マ

ージの凝集・分散状態について詳細に調べ

るため、単独のフロックに着目して限外顕

微鏡法による電気泳動を行った。フロック

ごとの移動度のばらつきや分散剤添加の効

果についても検討した。 
２．実験方法 
試料の国頭マージは、沖縄県恩納村のサト

ウキビ畑で採取した。これより 75µm 以下
の画分を取り出し、土壌中の交換性陽イオ

ンを Na+に統一する目的で、NaCl2.0M に
24時間浸漬してイオン交換した後、透析を
行い脱塩した。その後、有機物の分解処理

を H2O2(3％,70℃,24 時間)によって行い、
撹拌後静置した上澄みから約５µm 以下の

画分を分離した。pHと荷電状態の関係をみ
るため、NaClと NaOHで pHを調整し、
粒子ごとの電気泳動移動度の測定を行った。

また、分散剤として、ヘキサメタりん酸

0.1g/L を添加したものを上記の無添加の場
合と同様に pH を調整し、測定を行った。
ヘキサメタりん酸ナトリウムの構造式を図

1 に示す。電気泳動移動度の測定にはレー
ザー・回転プリズム方式ゼータ電位測定装

置(Model502,日本ルフト)を使用した。 
３．結果・考察 測定結果を図２、３に示

す。分散剤添加の有無に関わらず、フロッ

クごとの電気泳動移動度にはばらつきがあ

った。 
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図 2 の分散剤を添加しなかった場合につい
て、pHの増加に伴い負荷電が多くなる傾向
は、前回報告したとおりである。図 3 の分
散剤を添加した場合は、添加しない場合に

比べ負荷電の量が増加し、pHに関わらずほ
ぼ一定の量となった。図１の構造式および

図２,３より、ヘキサメタりん酸ナトリウム
はフロックに吸着して負荷電を増加させる

ことで分散作用を発生させていると考えら

れる。また、フロックごとのばらつきに関

しては、粒径のばらつき、あるいはフロッ

クを構成している鉱物種の構成割合のばら

つきが考えられる。 
４．結論 
 国頭マージの荷電量はフロックごとに大

きなばらつきがあり、分散剤の添加により

負荷電量は増加し、pH依存荷電の影響は見
られなくなる。 
凝集・分散に大きく関わる荷電量につい

て調べるためには、粒径をそろえることが

効果的であると考えられ、今後の課題であ

る。 
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図 3 国頭マージの pH と電気泳動移動度

(ヘキサメタりん酸 0.1g/L添加) NaCl1.0×

10-3M pH調整にHCl/NaOH 1.0×10-3M

使用 Influence of pH on mobility of Kunigami 

Maaji treated with (HPO3)6  
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図 1 ヘキサメタりん酸

ナトリウム(HPO3)6の 

構 造 式

ChemFinder.Com より
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